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はじめに

『Sun Cluster 3.1 Data Service for Sun ONE Directory Serverガイド』では、Sun Cluster
ノード上に Sun™ Cluster HA for Sun ONE Directory Serverをインストールして構成
する方法について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている手順を行うには、Solaris™オペレーティング環境に
関する知識と、Sun Clusterシステムで使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成専用のコマン
ドについて説明します。 UNIX®の基本的なコマンドや手順 (システムの停止、システ
ムのブート、デバイスの構成など)については説明しません。基本的な UNIXコマン
ドの概要と使用方法については、次のソースを参照してください。

� Solarisソフトウェア環境のオンラインマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Cluster関連のトピックについては、次の表に記載した各種マニュアルを参照して
ください。

トピック タイトル パート番号

データサービス管
理

『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』 817-4317

Sun Cluster 3.1 10/03 Data Services Collection
(http://docs.sun.com/)

概念 『Sun Cluster 3.1 10/03の概念』 817-4329

ソフトウェアのイ
ンストール

『Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアのインストール』 817-4328

システム管理 『Sun Cluster 3.1 10/03システム管理』 817-4327

ハードウェア管理 『 Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』 817-0168

Sun Cluster 3.x Hardware Administration Collection
(http://docs.sun.com/)

データサービス開
発

『Sun Cluster 3.1 10/03データサービスの開発ガイド』 817-4330

エラーメッセージ 『Sun Cluster 3.1 10/03 Error Messages Guide』 817-0521

コマンドおよび関
数のリファレンス

『Sun Cluster 3.1 10/03 Reference Manual』 817-0522
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トピック タイトル パート番号

リリース情報 『Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03 Release Notes』 817-3324

『Sun Cluster 3.1 10/03ご使用にあたって』 817-4522

『Sun Cluster 3.x Release Notes Supplement』 816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダに提供するシステム上の各ノードの情報を収集するには、次のコ
マンドを使用します。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示する

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示する

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Sun ONE
Directory Serverのインストールと構
成

この章では、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverをインストールして構成
する手順について説明します。このデータサービスは、以前の Sun Cluster HA for
Netscape ™ LDAPまたは Sun Cluster HA for iPlanet Directory Serverの後継版で
す。アプリケーションエラーのテキストに「Netscape LDAP」という語が含まれてい
る場合は「Sun ONE Directory Server」と読み替えてください。Sun Cluster Agents
CD-ROMでも、アプリケーション名が「iPlanet Directory Server」のままになってい
ることがあります。

この章で説明する手順は、Netscape HTTP v. 4.1.6、iPlanet Directory Serverの v.5.0
と 5.1を対象としています。以降のバージョンの iPlanet Directory Server (現在の名称
は Sun ONE Directory Server)については、データサービス付属の Sun ONEのマ
ニュアルを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 12ページの「ネットワークリソースを構成して起動する」
� 15ページの「Sun ONE Directory Serverのインストール (Solaris 8用)」
� 16ページの「Sun ONE Directory Serverのインストール (Solaris 9用)」
� 17ページの「Sun ONE Directory Serverの構成」
� 18ページの「Web Startプログラムを使用した Sun Cluster HA for Sun ONE

Directory Serverパッケージのインストール」
� 20ページの「scinstallユーティリティーを使用した Sun Cluster HA for Sun

ONE Directory Serverパッケージのインストール」
� 22ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの構成の完了」
� 24ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成方法」

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverは、フェイルオーバーデータサービス
として構成する必要があります。データサービス、リソースグループ、およびリソー
スに関する一般的な情報とその他の関連トピックについては、『Sun Cluster 3.1デー
タサービスの計画と管理』の「データサービスの計画」と『Sun Cluster 3.1の概
念』を参照してください。
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注 –このデータサービスは、SunPlex Managerを使用してインストールと構成を行え
ます。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

インストールと構成の計画
インストールと構成を行う前に、『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』にあるワーク
シートをチェックリストとして使用し、次の手順を実行してください。

インストールを開始する前に、以下の点を検討します。

� サーバーのルートをどこに置くか。

変更されないファイルやデータは、各クラスタノードのローカルファイルシステム
に格納できます。ただし、任意のクラスタノードから、データを参照または更新で
きるように、動的データはクラスタファイルシステムに置いてください。

� 単一のノード上で複数の Sun ONE Directory Serverを使用する場合は、
nsslapd-listenhostディレクティブに IPアドレスとして適切なネットワーク
リソースを設定する必要があります。Sun ONE Directory Serverのデフォルトの動
作では、インスタンスはノード上の IPアドレスをバインドするため、この設定が
必要です。

たとえば、ネットワークリソース nds-1を使用するように特定のインスタンスを
設定するには、次のように指定します。

nsslapd-listenhost: nds-1 と指定します。

これによって、そのインスタンスは、ノード上のすべての IPアドレスにバインド
するのではなく、ネットワークリソース nds-1にのみバインドします。

� Sun ONE Directory Server管理サーバーでは、ホスト名のアルファベットの大文字
と小文字は区別されます。したがって、管理サーバーの Sun ONE Directory Server
構成に指定するすべてのホスト名は、クラスタノード上で使用されているネーム
サービスの Sun ONE Directory Serverの指定と、大文字と小文字の区別も含めて
完全に一致している必要があります。大文字と小文字の区別は、DNSドメイン名
も Sun ONE Directory Server構成のホスト名と一致している必要があるため、特
に重要です。

Sun ONE Directory Server用マシンの絶対パスによるドメイン名は、リゾルバが返
すドメイン名と、大文字小文字の区別を含めて一致している必要があります。たと
えば、DNSリゾルバが、ドメイン名として大文字と小文字が混合した
Eng.Sun.Comを返すのであれば、Sun ONE Directory Server管理サーバーを構成
するときに、この名前を完全に同じように指定する必要があります。

10 Sun Cluster 3.1 Data Service for Sun ONE Directory Serverガイド • 2003年 10月, Revision A



Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverのインストールと構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。

表 1–1作業マップ : Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのインストールと構成

作業 参照先

ネットワークリソースの構成と起動 12ページの「ネットワークリソースを構成して起動す
る」

Sun ONE Directory Serverのインス
トールと構成

14ページの「Sun ONE Directory Serverのインストー
ルと構成」

Sun Cluster HA for Sun ONE
Directory Serverパッケージのインス
トール

18ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverパッケージのインストール」

アプリケーションリソースの構成と
Sun Cluster HA for Sun ONE
Directory Serverの起動

21ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの構成の完了」

リソース拡張プロパティの構成 25ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの拡張プロパティの構成」

障害モニターの情報の表示 27ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server障害モニター」

注 – Sun Cluster構成で複数のデータサービスを実行する場合は、任意の順序でデータ
サービスを設定できます。ただし、例外として Sun ONE Directory Serverの設定の前
に、Sun Cluster HA for DNSを設定する必要があります。詳細については、『Sun
Cluster 3.1 Data Service for Domain Name Service (DNS)ガイド』を参照してください。
DNSソフトウェアは、Solarisオペレーティング環境に含まれています。クラスタが
別のサーバーから DNSサービスを取得する場合は、最初に、クラスタが DNSクライ
アントになるように構成してください。

注 –インストール後に Sun ONE Directory Serverの起動と停止を手作業で行うとき
は、必ずクラスタ管理コマンドの scswitch(1M)を使用してください。詳細は、マ
ニュアルページを参照してください。Sun ONE Directory Serverは、起動後は Sun
Clusterソフトウェアによって制御されます。
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ネットワークリソースの構成と起動
Sun ONE Directory Serverのインストールと構成を開始する前に、ネットワークリ
ソースを設定します。このネットワークリソースは、インストールと構成が行われた
あとでサーバーが使用します。ネットワークリソースを構成して起動するには、以下
のコマンド行手続きを使用します。

� ネットワークリソースを構成して起動する
この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� データサービスをマスターできるクラスタノードの名前。

� クライアントが Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverにアクセスするた
めに使用するネットワークリソース。通常、このホスト名は、クラスタをインス
トールするときに設定します。ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1
の概念』を参照してください。

注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 使用しているすべてのネットワークアドレスがネームサービスデータベースに追加
されていることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行う必要があります。詳細は、
『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してくだ
さい。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、すべてのクラ
スタノードの /etc/inet/hostsファイルに、すべての論理ホスト名と共有アド
レスが登録されていることを確認してください。サーバーの
/etc/nsswitch.conf のネームサービスマッピングは、NIS、NIS+、DNS にア
クセスする前に、最初にローカルファイルを検査するように構成してください。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。任意の名前を指定でき
ます。
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[-h nodelist] 物理ノードの名または潜在マスターを特定する Sun ONE
Directory Serverを、コンマで区切って指定します (省略可
能)。フェイルオーバー時、ノードはこのリスト内の順番に
従ってプライマリとして判別されます。

注 – -hオプションは、ノードリストの順序を指定するために使用します。クラス
タのすべてのノードがマスターになり得る場合は、-hオプションを指定する必要
はありません。

4. リソースグループへネットワークリソースを追加します。

たとえば、リソースグループの論理ホスト名を追加するには次のコマンドを実行し
ます。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l hostname, ...[-n netiflist]

-L ネットワークリソースが追加されることを示します。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-l hostname, … ネットワークリソースをコンマで区切って指定します。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式で指定する必要があります。netifは IP
ネットワークマルチパスグループ名として指定できます (例:
sc_ipmp0)。nodeはノード名またはノード IDによって識別
可能です (例: sc_ipmp0@1または sc_ipmp@phys-schost-
1)。

注 –現在、Sun Clusterは、ネットアダプタ名 netifの使用
をサポートしていません。

5. 使用するすべてのネットワークリソースがネームサービスデータベースに追加され
ていることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行う必要があります。詳細は、『Sun
Cluster 3.1ソフトウェアのインストル』の計画に関する章を参照してください。

6. scswitchコマンドを実行してリソースグループを有効にし、オンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースグループを管理状態 (MANAGED)に移し、オンライン
にします。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。
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次の作業
ネットワークリソースを構成して起動したら、14ページの「Sun ONE Directory
Serverのインストールと構成」へ進みます。

Sun ONE Directory Serverのインストー
ルと構成
Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverは、Netscape Lightweight Directory
Access Protocol (LDAP)を使用し、Sun Clusterソフトウェアの制御下で実行される
Sun ONE Directory Serverです。この節では、Sun ONE Directory Serverをインス
トールして、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverとして実行できるように
する手順について説明します。

Sun ONE Directory Serverソフトウェアのデフォルトのインストールパラメータに変
更を加える必要があります。Sun ONE Directory Serverのインストールと構成を行う
際には、次の点に注意してください。

� サービスが正しくフェイルオーバーするには、コンピュータ名が要求されたとき
に、物理的なマシンを指定するのではなく、ノード間でのフェイルオーバーを行う
ネットワークリソース (IPアドレス)を指定する必要があります。つまり、インス
トールを開始する前に、ネットワークリソースをネームサービスで設定する必要が
あります。この手順は、通常、Sun Clusterインストールの一環として行う必要が
あります。ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照して
ください。

� ディスクパスが要求されたときに、デフォルトのサーバールートディスクパスを使
用しないでください。ファイルは、クラスタファイルシステムに置いてください。

注 – Sun ONE Directory Serverのインストール後、クラスタファイルシステム上にイ
ンストールされたファイルやディレクトリを削除したり、格納場所を変更したりしな
いでください。たとえば、Sun ONE Directory Serverとともにインストールされたク
ライアントバイナリ ( ldapsearch など) の格納場所を変更しないでください。

Sun ONE Directory Serverのインストール方法については、次の各節を参照してくだ
さい。

� 15ページの「Sun ONE Directory Serverのインストール (Solaris 8用)」
� 16ページの「Sun ONE Directory Serverのインストール (Solaris 9用)」
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� Sun ONE Directory Serverのインストール (Solaris
8用)
この手順では、対話形式である Sun ONEまたは iPlanetの setupコマンドについて
説明します。ここでは、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server固有の情報だ
けを提供します。適宜デフォルト値を選択するか、値を変更してください。ここで
は、基本的な手順のみを説明します。詳細については、Sun ONE Directory Serverの
マニュアルを参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Sun ONEまたは iPlanet CDのインストールディレクトリから setupコマンドを
実行します。

3. Custom Installationを使用して Sun ONE Directory Serverをインストールする
メニュー項目を選択します。

カスタムインストールを利用すると、管理サーバーの物理的なホスト名を指定でき
ます。これにより、論理ホストが起動しているかどうかにかかわらず管理サーバー
にアクセスできるようになります。

4. インストールする場所としては、クラスタファイルシステム上の場所を選択します
(例:/global/nsldap)。

5. ネットワークリソースとそのマシンのドメインを選択します (例: schost-
1.eng.sun.com)。

setupコマンドにより完全サーバー名の入力を求めるプロンプトが表示された
ら、ネットワークリソースに関連付けられているホスト名を指定します。

注 – Sun ONE Directory Serverのインストールを実行するノード上でオンラインに
なっている論理ホストを指定してください。このノードで論理ホストがオンライン
になっていないと、インストールの終了後に自動的に Sun ONE Directory Server
が起動したときに障害が発生します。

6. Sun ONE Directory Server Administrative Serverとして使用する IPアドレスの
入力を求めるプロンプトが表示されたら、クラスタノードの IPアドレスを指定し
ます。

インストールの一部として、Sun ONE Directory Server Administrative Serverの設定
も行います。このサーバー用に指定する IPアドレスは、フェイルオーバーする論理ホ
スト名ではなく、物理クラスタノードの IPアドレスである必要があります。
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次の作業
ネットワークリソースを構成して起動したら、17ページの「Sun ONE Directory
Serverの構成」へ進みます。

� Sun ONE Directory Serverのインストール (Solaris
9用)
Sun ONE Directory Serverは Solaris 9オペレーティングシステムにバンドルされてい
ます。Solaris 9を使用する場合は、Solaris 9 CDを使用して Sun ONE Directory
Serverをインストールします。

1. Sun ONE Directory Serverパッケージ (iPlanet Directory Serverという名前に
なっている場合もあります)をすべてのクラスタノードにインストールします。

2. グローバルファイルシステム上で、すべてのディレクトリサーバーの保守を行う場
所を特定します (/global/nsldapなど)。

必要であれば、保守用のファイルシステムとして異なるディレクトリも作成できま
す。

3. すべてのノード上で、/var/ds5から当該ディレクトリへのリンクを作成しま
す。/var/ds5がすでにノード上に存在する場合、それを削除してからリンクを
作成します。

# rmdir /var/ds5

# ln -s /global/nsldap /var/ds5

4. 任意の 1つのノード上で、ディレクトリサーバーを通常の方法で設定します。

# directoryserver setup

このノード上では、リンク /usr/iplanet/ds5/slapd-<instance-name>が自動
的に作成されます。その他のすべてのノード上では、リンクを手動で作成します。

次の例では、dixon-1はディレクトリサーバーインスタンスの名前です。

# ln -s /var/ds5/slapd-dixon-1 /usr/iplanet/ds5/slapd-dixon-1

5. setupコマンドがサーバー名を問い合わせたときは、論理ホスト名を指定しま
す。

この手順は、フェイルオーバーが正しく機能するために必要です。

注 –指定する論理ホストは、directoryserver setupコマンドを実行したノー
ド上でオンラインである必要があります。このノードで論理ホストがオンラインに
なっていないと、インストールの終了後に自動的に Sun ONE Directory Serverが
起動したときに障害が発生します。
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6. 論理ホスト名の問い合わせに対して、コンピュータ名として論理ホスト名とドメイ
ンを一緒に指定します (schost-1.eng.sun.comなど)。

setupコマンドが完全なサーバー名を問い合わせたときは、ネットワークリソー
スに関連するホスト名を指定します。

7. Sun ONE Directory Server Administrative Serverとして使用する IPアドレスの
問い合わせに対して、directoryserver setup を実行しているクラスタノード
の IPアドレスを指定します。

インストールの一部として、Sun ONE Directory Server Administrative Serverの設定
も行います。このサーバー用に指定する IPアドレスは、フェイルオーバーする論理ホ
スト名ではなく、物理クラスタノードの IPアドレスである必要があります。

次の作業
ネットワークリソースを構成して起動したら、17ページの「Sun ONE Directory
Serverの構成」へ進みます。

Sun ONE Directory Serverの構成
� Sun ONE Directory Serverの構成とテストは、Sun ONE Administration Serverを
使用して行います

詳細については、Sun ONEまたは iPlanetのマニュアルを参照してください。

構成が完了すると、Sun ONE Directory Serverが自動的に起動します。インストー
ルと構成の次の手順に進む前に、stop-slapdを使用してサーバーを停止してく
ださい。

次の作業
Sun Cluster Agents CD-ROMからSun ONE Directory Serverのデータサービス
パッケージをまだインストールしていない場合は、18ページの「Sun Cluster HA for
Sun ONE Directory Serverパッケージのインストール」へ進みます。パッケージがイ
ンストールされている場合は、21ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの構成の完了」へ進みます。
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Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverパッケージのインストール
Sun Clusterの初回のインストール時に Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server
パッケージをインストールしなかった場合は、次の説明に従ってパッケージをインス
トールします。この手順は、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverパッケー
ジをインストールする各ノード上で実行してください。この手順を実行するには、
Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。

同時に複数のデータサービスをインストールする方法については、『Sun Cluster 3.1
10/03ソフトウェアのインストール』の「ソフトウェアのインストール」の章を参照
してください。

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverパッケージのインストールでは、次の
いずれかのインストールツールを使用します。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03より前のリリースで
は使用できません。

� Web Startプログラムを使用した Sun Cluster HA
for Sun ONE Directory Serverパッケージのインス
トール
Web Startプログラムの実行には、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカ
ルユーザーインタフェース (GUI)を使用します。 CLIと GUIでの作業の内容と手順
はほぼ同じです。Web Startプログラムの詳細については、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverパッケージのインストール先の
ノードに移動し、スーパーユーザー (root)になります。

2. (省略可能) GUIを使用してWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環
境変数を設定する必要があります。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行され、このデーモンで CD-ROMデバ
イスを管理するように構成している場合、CD-ROMは
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/cdrom/scdataservices_3_1_vbディレクトリに自動的にマウントされま
す。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverコンポーネントが格
納されているディレクトリに移動します。

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverデータサービス用のWeb Startプロ
グラムは、このディレクトリに格納されています。

# cd /cdrom/scdataservices_3_1_vb/\

components/SunCluster_HA_SunONE_Directory_Server_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールだけをインストールする場合は、「一般」を選択します。
� その他のロケールをインストールする場合は、「カスタム」を選択します。

7. 画面の指示に従って、ノードに Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server
パッケージをインストールします。

インストールが完了すると、インストールの概要情報が表示されます。この情報を
利用して、インストール時にWeb Startプログラムによって生成されたログを確認
できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクトリに格納さ
れています。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. CD-ROMドライブから Sun Cluster Agents CD-ROMを取り出します。

a. 使用中の CD-ROMを誤って取り出そうとすることがないように、あらかじめ
CD-ROM以外のディレクトリに移動します。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

次の作業
Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverを登録し、データサービス用のクラス
タを構成する方法については、21ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの構成の完了」を参照してください。
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� scinstallユーティリティーを使用した Sun
Cluster HA for Sun ONE Directory Server
パッケージのインストール
1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

注 – CD-ROMのアプリケーション名が「iPlanet Directory Server」になっている場
合があります。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次の作業
Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverを登録し、データサービス用のクラス
タを構成する方法については、21ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの構成の完了」を参照してください。
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Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの構成の完了
scrgadmコマンドを使用した Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの登録
方法と構成方法について説明します。

注 –その他のオプションでもデータサービスは登録および構成できます。これらのオ
プションの詳細については、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管
理』の「データサービスリソース管理のツール」を参照してください。

この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのリソースタイプの名前。この名前
は、SUNW.nsldapです。

� データサービスをマスターできるクラスタノードの名前。

� クライアントが Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverにアクセスするた
めに使用するネットワークリソース。通常、このネットワークリソースは、クラス
タをインストールするときに設定します。ネットワークリソースの詳細は、『Sun
Cluster 3.1の概念』を参照してください。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのリソースである Sun ONE
Directory Serverアプリケーションバイナリのパス。バイナリは、ローカルディス
クまたはクラスタファイルシステムにインストールできます。ローカルディスクに
インストールした場合とクラスタファイルシステムにインストールした場合の長所
と短所については、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「Sun
Clusterデータサービスの計画」を参照してください。

� Sun ONE Directory Serverの待機ポート。非セキュアインスタンスの場合、Sun
ONE Directory Serverリソースの標準リソースプロパティ Port_listは、デ
フォルトでは 389/tcpになります。セキュアポートの場合は、636/tcpになり
ます。ポート番号を 389以外に設定する場合は、Port_listプロパティを構成す
るときにその番号を指定する必要があります。リソースのプロパティの設定方法に
ついては、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「データサービスリ
ソースの管理」を参照してください。

注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。
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� Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの構
成の完了
障害モニターは、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverインスタンスがセ
キュアか非セキュアかを判断します。セキュアディレクトリサーバーと非セキュア
ディレクトリサーバーでは、検証方法が異なります。パスワードファイルを作成した
場合は、インスタンスはセキュアと判断されます。パスワードファイルを作成しな
かった場合は、インスタンスは非セキュアと判断されます。パスワードファイルは、
keypassと名付けられ、iPlanetのパスワードファイルとは異なるフォーマットにな
ります。keypassファイルには、手動で起動される場合にディレクトリサーバーのセ
キュアインスタンスが要求するパスワードだけが記録されます。このパスワード
ファイルは、このディレクトリサーバーインスタンスの起動に使用される start-
slapdプログラムと同じディレクトリに置かれます。

注 – Sun ONE Directory Serverがセキュアモードの場合は、keypassという名前の
ファイルをパス名に含める必要があります。このファイルには、このインスタンスの
起動に必要なセキュアキーパスワードが含まれています。keypassファイルが存在す
る場合、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverはこのインスタンスがセ
キュアであるとみなします。

次の手順に従って構成を行います。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. データサービスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.nsldap

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.nsldap 事前に定義したリソースタイプ名を指定します。

3. Sun ONE Directory Serverアプリケーションリソースを、ネットワークリソース
用に作成したフェイルオーバーリソースグループへ追加します。

アプリケーションリソースを含むリソースグループは、12ページの「ネットワー
クリソースを構成して起動する」でネットワークリソース用に作成したリソースグ
ループと同じになります。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \

-t SUNW.nsldap [-y Network_resources_used=network-resource, ...] \

-y Port_list=port-number/protocol -x Confdir_list=pathname

-j resource
Sun ONE Directory Serverアプリケーションリソース名を指定します。

22 Sun Cluster 3.1 Data Service for Sun ONE Directory Serverガイド • 2003年 10月, Revision A



-y Network_resources_used =network-resource
resource-groupには、ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)
をコンマで区切って指定します。このリストは、Sun ONE Directory Serverア
プリケーションリソースが必ず使用します。

-t SUNW.nsldap
追加するリソースの種類を指定します。

-y Port_list =port-number/protocol
使用するポート番号とプロトコルを指定します (例: 389/tcp)。Port_listプ
ロパティには 1つまたは 2つのエントリが必要です。

-x Confdir_list =pathname
Sun ONE Directory Server構成ディレクトリのパスを指定します。
Confdir_list拡張プロパティが必要です。Confdir_listのエントリは、1
つだけです。

4. リソースとそのモニターを有効にします。

# scswitch -e -j resource

-e リソースとそのモニターを有効にします。

-g resource 有効になっているアプリケーションリソースの名前を指定します。

例: Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの登録
と構成
次の例では、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの登録方法を示します。

クラスタ情報

ノード名: phys-schost-1、phys-schost-2

論理ホスト名: schost-1

リソースグループ: resource-group-1 (全リソース用)

リソース: schost-1 (論理ホスト名),

nsldap-1 (Sun ONE Directory Serverアプリケーションリソース)

(フェイルオーバーリソースグループを作成します。)

# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2

(論理ホスト名リソースをリソースグループに追加します。)
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# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(リソースグループをオンラインにします。)

# scswitch -Z -g resource-group-1

(Sun ONE Directory Serverをインストールし、構成します。)

(iPlanet Directory Serverをインストールし、構成するには、現在論理ホスト名をホストしているノードから setupプログラムを実行し

(Sun ONE Directory Serverサーバーを停止します。)

(SUNW.nsldapリソースタイプを登録します。)

# scrgadm -a -t SUNW.nsldap

(Sun ONE Directory Serverリソースを作成し、リソースグループに追加します。)

# scrgadm -a -j nsldap-1 -g resource-group-1 \

-t SUNW.nsldap -y Network_resources_used=schost-1 \

-y Port_list=389/tcp \

-x Confdir_list=/global/nsldap/slapd-schost-1

(アプリケーションリソースを有効にします。)

# scswitch -e -j nsldap-1

SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成方
法
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02から導入されていま
す。この新しいリソースタイプは、SUNW.HAStorageと同様の機能を持っており、
HA記憶装置とデータサービス間のアクションを同期化します。
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SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可能性システムにする
機能もあります。Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverは、ディスクに負荷
をかけず、スケーラブルでもないので、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの設
定は任意です。

背景情報については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページと『Sun Cluster
3.1データサービスの計画と管理』の「リソースグループとディスク装置グループの関
係」を参照してください。手順については、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画
と管理』の「リソースグループとディスク装置グループとの間で起動を同期させる」
を参照してください。Sun Cluster 3.0 5/02より前のバージョンを使用している場合
は、SUNW.HAStoragePlusではなく、SUNW.HAStorageを設定する必要がありま
す。手順については、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「リソース
グループとディスク装置グループとの間で起動を同期させる」を参照してください。

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの拡張プロパティの構成
この節では、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの拡張プロパティを構成
する方法について説明します。通常、Sun ONE Directory Serverリソースを作成する
場合、拡張プロパティはコマンド行から scrgadm -x parameter=value を実行して構
成します。また、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「データサービ
スリソースの管理」の手順に従って、拡張プロパティを後で構成することもできま
す。

Sun Clusterのすべてのプロパティの詳細については、『Sun Cluster 3.1データサービ
スの計画と管理』の「標準プロパティ」を参照してください。

表 1–2で、構成可能な Sun ONE Directory Serverの拡張プロパティについて説明しま
す。Sun ONE Directory Serverリソースを作成するために必要な拡張プロパティは、
Confdir_listプロパティだけです。このプロパティは、Sun ONE Directory Server
構成ファイルを格納するディレクトリを指定します。拡張プロパティによっては、動
的に更新できるものもあります。それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成する
ときにしか更新できません。「調整」の欄は、各プロパティをいつ更新できるかを示
しています。
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表 1–2 Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_ list (文字列配列) サーバールートを示すパス名。start-slapd
および stop-slapdスクリプトが存在する
slapd-hostnameサブディレクトリを含みま
す。Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverにはこの拡張プロパティが必要であ
り、エントリを 1つだけ設定します。iPlanet
Directory Serverがセキュアモードの場合、パ
ス名に keypassという名前のファイルを含む
必要があります。このファイルには、このイ
ンスタンスの起動に必要なセキュアキーパス
ワードが含まれています。

デフォルト:なし

範囲:なし

調整:作成時

Monitor_ retry_ count (整数) Monitor_retry_ interval プロパティで
指定された時間の範囲内に、プロセスモニ
ター機能 (PMF)が障害モニターを再起動する
回数。このプロパティは、障害モニターの再
起動について制御するのであって、リソース
の再起動を制御するわけではありません。リ
ソースの再起動は、システム定義プロパ
ティの Retry_intervalおよび
Retry_countによって制御されます。

デフォルト:4

範囲: 0 – 2, 147, 483, 641

–1は、無限に再試行されることを示します。

調整:任意の時点

Monitor_ retry_ interval (整数) 障害モニターの失敗がカウントされる期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の数
が、拡張プロパティ Monitor_retry_
countで指定した値を超えた場合、PMFは障
害モニターを再起動できません。

デフォルト: 2

範囲: 0 – 2, 147, 483, 641

–1は、再試行期間が無限であることを示しま
す。

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 1–2 Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Probe_ timeout (整数) Sun ONE Directory Serverインスタンスの検
証時に障害モニターが使用するタイムアウト
時間 (秒)。

デフォルト: 120

範囲: 0 – 2, 147, 483, 641

調整:任意の時点 (Anytime)

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server障害モニター
Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの検証では、特定の IPアドレスとポー
ト番号へのアクセスが行われます。この IPアドレスは、
Network_resources_usedプロパティに指定されたネットワークリソースの IPア
ドレスです。ポートは、Port_listリソースプロパティにリストされているポート
です。これらのプロパティの詳細については、『Sun Cluster 3.1データサービスの計
画と管理』の「標準プロパティ」を参照してください。

障害モニターは、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverインスタンスがセ
キュアか非セキュアかを判断します。セキュアディレクトリサーバーと非セキュア
ディレクトリサーバーでは、検証方法が異なります。パスワードファイルを作成した
場合は、インスタンスはセキュアと判断されます。パスワードファイルを作成しな
かった場合は、インスタンスは非セキュアと判断されます。パスワードファイルは、
keypassと名付けられ、iPlanetのパスワードファイルとは異なる書式になります。
keypassファイルには、手動で起動される場合にディレクトリサーバーのセキュアイ
ンスタンスが要求するパスワードだけが記録されます。このパスワードファイルは、
このディレクトリサーバーインスタンスの起動に使用される start-slapdプログラ
ムと同じディレクトリに置かれます。

2つのポートが指定されてパスワードファイルが 1つ作成された場合は、データサー
ビスはセキュア要求を一方のポートで受け入れ、非セキュア要求をもう一方のポート
で受け入れます。しかし、HAエージェントは両方のポートをセキュアと示します。

セキュアインスタンスの検証は、TCP接続で行われます。正しく接続されると、検証
も正常と判断されます。接続の失敗またはタイムアウトは、致命的な異常と判断され
ます。
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非セキュアインスタンスの検証は、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverが
提供する ldapsearch実行可能ファイルの実行に依存します。使用される検索
フィルタは、常に何かを見つけるように設計されています。検証機能は、一部の異常
と致命的な異常を検知します。以下の状況は、部分的な異常と判断されます。これ以
外のエラー状況は、致命的な異常と判断されます。

� ポートと IPアドレスの検証中に Probe_timeoutで指定した時間を超過した場
合。考えられる原因は、次のとおりです。

� システムの負荷

� ネットワークトラフィックの負荷

� ディレクトリサーバーの負荷

� 通常の負荷、または検証されるディレクトリサーバーインスタンス (IPアドレ
スとポートの組み合わせ)の数に対して Probe_timeoutの設定値が低すぎる

� ldapsearchを呼び出しているときにタイムアウト以外の問題が発生した場合。
ただし、ldapsearchが正常に起動され、エラーが返された場合は、これには当
てはまりません。
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